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第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
の
う
ち
、
建
ぺ
い
率　

％
、
容

３０

積
率　

％
の
地
域
（
都
市
計
画
公
園
･
緑
地
等
一
部
の
地
域
を

６０

除
く
）
は
、
建
ぺ
い
率　

％
、
容
積
率　

％
に
変
更
し
ま
す
。

４０

８０

ま
た
、
現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
外
壁
の
後
退
距
離
１
ｍ
を
残
す

と
と
も
に
、
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
の
指
定
を
行
い
ま
す
。

　

第
一
種
及
び
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
は
、
敷
地
の
細
分

化
を
防
止
す
る
た
め
、
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
を
１
２
０
㎡
に

指
定
し
ま
す
。

　

敷
地
面
積
の
最
低
限
度
が
定
め
ら
れ
た
時
点
で
、
最
低
限
度

に
満
た
な
い
敷
地
は
、
指
定
後
敷
地
を
分
割
し
な
い
限
り
、
建

物
の
新
築
や
建
替
え
は
可
能
で
す
。

　

町
田
市
の
一
戸
建
て
平
均
世
帯
人
数
が
、

約
３
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
宅
建
設
計
画

法
「
第
八
期
住
宅
建
設
五
箇
年
計
画
」
を
も

と
に
、
「
１
３
０
㎡
」
と
し
ま
し
た
が
、
用

途
地
域
等
見
直
し
説
明
会
で
の
意
見
や
意
見

書
及
び
、
近
隣
市
の
指
定
状
況
等
を
勘
案

し
、
「
１
２
０
㎡
」
を
敷
地
面
積
の
最
低
限

度
と
し
ま
し
た
。

　

第
三
種
高
度
地
区
は
、
土
地
利
用
の
合
理

的
か
つ
健
全
な
高
度
利
用
と
都
市
機
能
の
更

新
を
図
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
近

　

広
報
ま
ち
だ
３
月　

日
号
に
て
公
表
し
た
「
用
途
地
域
等
見
直
し
素
案
」
に
つ
い

１１

て
は
、
８
日
間
、
計　

回
の
説
明
会
を
開
催
し
、
大
勢
の
方
の
ご
参
加
と
た
く
さ
ん

１２

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ご
意
見
や
そ
の
後
提
出
さ
れ
た
意
見
書
等
を

も
と
に
、
再
度
検
討
を
行
い
、
「
用
途
地
域
等
見
直
し
町
田
市
原
案
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

今
後
、
東
京
都
は
、
各
区
市
町
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
案
を
も
と
に
、
東
京
都
の
素

案
を
作
成
し
、
公
聴
会
の
開
催
や
都
市
計
画
案
の
公
告
・
縦
覧
を
行
い
、
２
０
０
４

年
（
平
成　

年
）
７
月
を
目
処
に
決
定
・
告
示
す
る
予
定
で
す
。

１６

『生活都市としての高質化』をめざして�『生活都市としての高質化』をめざして�『生活都市としての高質化』をめざして�『生活都市としての高質化』をめざして�
用途地域等見直しの『町田市原案』がまとまりました�用途地域等見直しの『町田市原案』がまとまりました�

④
沿
道
の
用
途
地
域
等
の
見
直
し

③
高
度
地
区
に
お
け
る
絶
対
高
さ

の
指
定

②
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
の
指
定

　

用
途
地
域
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
町
田
市
の
原
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
の
建
ぺ
い
率
、
容
積
率
の
見
直
し

●
「
用
途
地
域
等
見
直
し
町
田
市
原
案
」
の

主
な
内
容

　

第
一
種
・
第
二
種
低
層
住
居
専
用

地
域
及
び
近
隣
商
業
地
域
、
商
業
地

域
並
び
に
第
三
種
高
度
地
区
を
除
く

地
域
に
、
現
高
度
地
区
に
あ
わ
せ
、

建
物
の
最
高
高
さ
を　

ｍ
に
制
限
す

３１

る
高
度
地
区
を
指
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
第
一
種
・
第
二
種
低
層
住

居
専
用
地
域
は
、
既
に　

ｍ
ま
た
は

１０

　

ｍ
の
制
限
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

１２

　

平
成
８
年
度
の
用
途
地
域
等
見
直
し
以
降
、
平
成　

年
度
ま

１７

で
に
完
成
も
し
く
は
供
用
開
始
が
見
込
ま
れ
る
主
要
幹
線
道
路

に
つ
い
て
、
沿
道
土
地
利
用
を
誘
導
す
る
た
め
、
用
途
地
域
等

を
見
直
し
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
、
道
路
整
備
等
に
よ
り
、
用
途
地
域
界
が
不
明
確

に
な
っ
た
箇
所
等
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
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130㎡�

120㎡�

素案�

原案�

隣
商
業
地
域
・
商
業
地
域
と
同
様
に
、　

ｍ
３１

の
対
象
外
と
し
ま
し
た
。

　

沿
道
土
地
利
用
を
誘
導
す
る
た
め
、
新
た

に
２
箇
所（
№　

・
№　

）を
追
加
し
ま
し
た
。

１５

１６

　

周
辺
環
境
に
調
和
し
た
緑
豊
か
で
良
好
な

環
境
の
形
成
・
保
全
を
図
る
た
め
、
地
区
計

画
を
定
め
、
建
築
物
の
用
途
、
壁
面
の
位

置
、
高
さ
等
の
制
限
を
行
い
ま
す
。　

　

こ
の
地
区
計
画
の
決
定
に
伴
い
、
用
途
地

域
等
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
（
№　

）
１７

※「町田市用途地域等見直し原案」は裏面に掲載しています。

●
素
案
か
ら
の
変
更
内
容

◇
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
の
指
定

◇
高
度
地
区
に
お
け
る
絶
対
高
さ
の
指
定

◇
沿
道
の
用
途
地
域
等
の
見
直
し

◇
地
区
計
画
決
定
に
伴
う
用
途
地
域
等
の
見

直
し

　

原
案
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
り

に
な
り
た
い
方
は
、
都
市
計
画
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
課（
市
役
所
４
階
）

　

中
町
１－

　

－

　
２０

２３

　

11
０
４
２
・
７
２
４
・
２
５
３
８

建築可能空間�

真北方向�
絶対高さ�

1

1.25
31m

15m

8m

0.6
1

5m

３１ｍ第２種高度地区

建築可能空間�

絶対高さ�

31m

３１ｍ絶対高度地区

建築可能空間�

真北方向�
絶対高さ�

31m

0.6
1

5m

新たに追加する高度地区（３種類）
３１ｍ第１種高度地区

町田駅周辺町田駅周辺


